
セッション名 開催日時 会場 演題番号 筆頭演者 演題名

O1-1 丸藤 哲 院外倫理コンサルテーション立ち上げの経緯と課題

O1-2 内田 浩稔 小病院、臨床倫理コンサルテーションチーム創成譚

O1-3 西村 裕美子 高度急性期病院における臨床倫理コンサルテーションチームの体制構築のプロセス〜現状と課題

O1-4 山岡 綾子 高度急性期病院における臨床倫理コンサルテーションチームの活動報告

O1-5 新井 奈々 臨床現場の倫理的課題の可視化は可能なのか：臨床倫理コンサルテーションチームによる倫理ラウンドを通じた検証

O1-6 板脇 大輔 臨床工学技士の倫理コンサルテーションへの参画する意義と実践

O1-7 清水 幸裕 倫理コンサルテーションにおける生成AI活用の可能性について

O1-8 浦家 弥生 地域臨床倫理コンサルテーション初事例にみる院外支援の難しさと可能性

O1-9 加藤 亙 施設間倫理コンサルテーション連携の試み

O2-1 千葉 さくら 医療系学生の生殖・出生関連技術に関する生命倫理価値観の一貫性と変動性:混合研究

O2-2 伊藤 雪絵 地方大学病院に勤務する看護職の倫理的感受性の特徴

O2-3 細貝 成美 看護職員の看護倫理に関する認識調査～第1報～

O2-4 岡田 知之 初期臨床研修医が体験する倫理的課題の検討　-「研修医の倫理的ジレンマ提出箱」の分析-

O2-5 行燈 風太 男性看護師による女性患者の身体の露出を伴うケアにおける課題 ―男性看護師へのインタビュー調査を通して―

O2-6 木村 京香 ICU所属臨床倫理認定士による現場密着型倫理支援と看護師の倫理的行動の変化 ―5時点の経年分析からの初報―

O2-7 田中 まゆこ 看護職の倫理的問題への対応に関する現状調査～看護倫理研修企画の検討～

O2-8 松田 麗子 医療従事者における倫理的行動の尺度開発および臨床倫理活動との関連性の検討

O2-9 谷川 誠司 倫理カンファレンスが倫理的にならないのは何故か

O3-1 矢野 昌子 臨床倫理に対する職員の意識向上に向けた取り組み～症例検討をとおして～

O3-2 今村 秀子 緩和ケア病棟へ移動した看護師に対する倫理学習支援と課題

O3-3 嶋中 ますみ 多職種倫理勉強会「りんりの学び場」の成果と課題 〜対話を中心とした1年間の取り組みから〜

O3-4 吉村 紀代 看護職ラダー教育への倫理研修の導入～　慢性期病院における教育～

O3-5 牧田 美佳 連携病院の人材を用いた中小規模病院での倫理研修の取り組み

O3-6 竹本 さと子 A病院における看護スタッフの倫理的問題対応力強化に向けた取り組み

O3-7 西内 亮平 4分割表を用いたマルチエンディング型臨床倫理コンサルテーション訓練法の開発

O3-8 大島 優 倫理アドバイザーの育成・活用を推進する取り組みと課題

O3-9 寺田 整司 岡山臨床倫理研究会の歩み 〜前身である岡山県認知症臨床倫理研究会の発足から10年を超えて〜

O4-1 河邊 拓 Covid-19流行期における代理意思決定～主治医の孤立と支援体制の必要性～

O4-2 中村 祥英 脳死とされうる状態の診断に難航し、潜在的ドナーとして長期間に及ぶ侵襲的な生命維持治療を受けた患者の1例

O4-3 宮原 慶江 回復が見込めない脳出血患者の家族にみる「曖昧な喪失」と自責感への倫理的支援

O4-4 井上 祥明 臨床倫理とソーシャルワーク ―宗教2世に対する支援をもとに―

O4-5 高野 誠一郎 医療者が患者さんに説明すること

O4-6 本間 美由紀 ICUで気管切開を望まない家族との関わり ～代理意思決定支援における倫理的ジレンマ～

O4-7 佐藤 晶子 多職種倫理カンファレンスにより身体拘束を最小化した認知症患者の事例

O4-8 岡林 由起 病状と家族の意向の変化に寄り添い続けた症例の実践報告 ―繰り返し行った説明と支援の実際―

O4-9 中島 千春 心臓外科術前看護外来における患者・家族の意思決定支援の実践報告

第5会場
第3教育棟・6F

3月21日（土）
15:40～17:10

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

3月21日（土）
15:40～17:10

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

一般演題1

倫理コンサルテーション1

座長：板脇 大輔・西村 裕美子

第5会場
第3教育棟・6F

第4会場
第3教育棟・5F

一般演題3

臨床倫理教育

座長：寺田 整司・嶋中 ますみ

一般演題4

急性期医療における医療・ケア

座長：本間 美由紀・井上 祥明

3月21日（土）
14:00～15:30

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

一般演題2

倫理的問題の認識

座長：谷川 誠司・伊藤 雪絵

第4会場
第3教育棟・5F

3月21日（土）
14:00～15:30

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分



セッション名 開催日時 会場 演題番号 筆頭演者 演題名

O5-1 喜多 愛子 ジレンマメソッドを用いた倫理カンファレンスにより胃瘻造設を回避できた一例

O5-2 奥薗 文代 身寄りのない認知症患者の意思決定過程で倫理的問題に介入した一事例

O5-3 小川 香世子 最善利益であるのかを倫理カンファレンスにより検討した振り返り ‐人生の最終段階が始まらない一事例‐

O5-4 甲斐 あゆみ 脳梗塞を発症した統合失調症を持つ患者のCEC支援の1例

O5-5 飯尾 友華子 担がん精神疾患患者に特化した精神科キャンサーボードの取り組み　 第一報

O5-6 野村 智美 担がん精神疾患患者に特化した精神科キャンサーボードの取り組み第二報～推定意思が困難な精神疾患患者の意思決定支援を行った事例～

O5-7 田尾 修 神経難病レスパイト入院における課題　～主にACPの観点から～

O5-8 茂庭 仁人 保存的腎臓療法（CKM）を検討した末期腎不全症例の臨床的特徴と経過

O6-1 奥山 慎一郎 在宅における苦痛緩和を目的とした鎮静導入時の倫理的ジレンマ　～多職種カンファレンスをどのように進めていくのか～

O6-2 野々山 敦夫 地域で暮らす終末期の重症心身障がい者の療養方針決定に際し病院が担いうる役割について

O6-3 ネルソン 咲子 生活保護受給者の意思決定支援において関係者と価値の対立が生じた一例

O6-4 奥山 隆二 在宅医療の倫理的問題を地域病院の臨床倫理コンサルテーションチームにつなげた1ケース

O6-5 奥田 裕太 自死を選択した主介護者の事例からチーム医療が支える在宅療養者家族の意思決定支援の在り方の考察

O6-6 田中 千恵 在宅医療における治療抵抗性の苦痛に対する鎮静についての後方的倫理的検討

O6-7 田中 千恵 在宅医療医療法人における倫理チーム立ち上げ準備

O6-8 山本 千明 地域における多職種を対象とした倫理研修の評価と今後の課題

O7-1 平野 千穂美 身体拘束最小化にむけての多職種チームによるラウンドの取り組み

O7-2 管野 心葉 A病院における２年目の身体拘束最小化チーム活動の振り返り ―再検討から得た気づき―

O7-3 藤井 真樹 身体拘束最小化を目指した他職種チームの活動と課題

O7-4 佐土根 岳 身体拘束最小化に向けた取り組み

O7-5 名越 恵美 集中治療室(ICU)に勤務する看護師の身体拘束に関する認識

O7-6 菅原 淳 臨床看護師の身体拘束に関する倫理的感受性の向上を目指した院内教育の評価と課題

O7-7 三浦 直子 認知症患者の尊厳を守るケアに向けたセル看護提供方式導入の効果と残された課題

O7-8 北口 浩史 急性期総合病院における成人家族支援チーム（FAST: Family Support Team）の活動と課題について

O7-9 奥 佳奈 当院における虐待対策チームの実践と展望

O8-1 牛山 幸世 家族参加型の倫理カンファレンスを開催し、気管切開に関する代理意思決定を支援した一例

O8-2 保田 祥代 意思決定が困難な患者の胃瘻造設における倫理的ジレンマ ～臨時カンファレンスで対応した一症例～

O8-3 吉永 典子 長期維持透析患者の透析見合わせ症例に対しての倫理コンサルテーション介入の一事例

O8-4 野口 暢子 代理決断という名の不作為：心理士の当事者体験から考えるSDMの課題

O8-5 土田 香 特定スタッフへの怒りを繰り返す進行がん患者の事例における陰性感情の影響と倫理カンファレンスによる介入の検討

O8-6 浜谷 千枝子 認知症のある下肢切断を拒否する患者への対応に悩む相談者を臨床倫理コンサルテーションチームが支援した一例

O8-7 木山 智貴 治療拒否事例から考える納得に基づく意思決定支援のあり方

O8-8 堀口 美穂 治療選択における意思決定能力の支援が患者と医療・ケアチームとの合意につながった一事例について

O8-9 平田 悠樹 人工呼吸器管理下で意思推定困難な患者において家族との対話を繰り返し共同意思決定に至った1例

第4会場
第3教育棟・5F

第5会場
第3教育棟・6F

一般演題6

在宅･介護施設における医療

座長：山本 千明・野々山 敦夫

3月22日（日）
9:00～10:20

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

3月22日（日）
10:30～12:00

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

3月22日（日）
10:30～12:00

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

一般演題5

慢性期における医療・ケア

座長：茂庭 仁人・小川 香世子

一般演題7

身体拘束・虐待対策

座長：北口 浩史・平野 千穂美

3月22日（日）
9:00～10:20

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

一般演題8

倫理コンサルテーション2

座長：平田 悠樹・牛山 幸世

第5会場
第3教育棟・6F

第4会場
第3教育棟・5F



セッション名 開催日時 会場 演題番号 筆頭演者 演題名

O9-1 木村 禎 本邦における臨床倫理の四分割表の使用に関する調査―使用者が認識する四分割表の課題について―

O9-2 木村 禎 本邦における臨床倫理の四分割表の使用に関する調査―倫理的問題や事例の内容に焦点を当てて―

O9-3 吉津 紀久子 遺伝情報の家族間共有をめぐる臨床倫理的問題 　－医療者－患者間の対話によるコンセンサス形成フレームワークの検討ー

O9-4 西村 はるよ 夜間管理当直に転棟の判断を委ねられた事例の一考察

O9-5 齋藤 朝子 認知症ケアにおける倫理的葛藤と尊厳の生成 ― 関係性と脆弱性の視座から

O9-6 吉田 こずえ 看護倫理を語る環境を作るための取り組み

O9-7 岡嶋 洋子 高齢がん患者の治療選択における価値観の尊重と看護師の倫理的葛藤

O9-8 佐久間 裕司 当院における院内急変時の心肺蘇生の現状と課題

O10-1 竹下 知 りんりんラウンドはじめました 〜札幌西円山病院りんりんサポートチームの取り組み〜

O10-2 高田 芳枝 倫理的課題報告システム「モヤモヤ報告」の運用と活用

O10-3 石井 健 当院臨床倫理活動の現況と今後 （2023年度～2025年度）

O10-4 大野 典子 倫理支援の可視化を通じた関係性の実践 ― CECTの成長と組織の変化

O10-5 正岡 徹 精神科単科病院における臨床倫理カンファレンスの現状と課題一職員アンケート調査からの検討一

O10-6 白石 恵子 発言しやすい雰囲気づくりに向けた臨床倫理カンファレンスの実践

O10-7 横須賀 響子 精神疾患をもつ人のがん治療に対する意向の不安定さに、我々医療者はどう関わったか～倫理カンファレンスでの検討を振り返る～

O10-8 恋水 諄源 2025年りんこん研究会活動報告

O11-1 淺倉 幸奈 「辛い、助けて」と繰り返し訴える重症慢性GVHD患児に対する看護師の関わり-倫理的葛藤を通して-

O11-2 米津 和世 子どもの予後に関わる治療選択をする家族の支援

O11-3 加藤 美穂子 意思決定困難な患児の成人移行を見据えた「最善」の模索

O11-4 八幡 香太郎 意思確認困難な患者の終末期におけるSDMの実践―本人の推定意思を探求することの重要性と課題―

O11-5 上尾 愛 家族の意向が優先され最後まで予後が知らされなかった患者のデスカンファレンスでの学び

O11-6 西村 映実里 誤嚥リスクを抱える患者の「食べたい」という意思をどう支えるか ― 臨床倫理コンサルテーションを通じた検討と経過 ―

O11-7 鳥海 幸恵 下咽頭がんを診断された高齢患者の治療意思決定支援

O11-8 加藤 心良 102 歳ギネス記録を目指す要介護患者の蘇生適応に関する倫理的ジレンマ

O11-9 木原 一徳 脳梗塞に罹患した透析患者が治療を拒否した事案に関する倫理的考察

O12-1 永澤 彩加 医療とケアで「その人らしく」を実現するための取り組み〜「私の大切なことメモ」作成プロセス〜

O12-2 下野 達郎 ＡＣＰを“我が事として考える！”全職員との研修からの学びと実践

O12-3 曽根 晶子 「あなたの大切なこと　これからの治療・ケアに関する話し合いを始めませんか」 アドバンス・ケア・プランニング推進プロジェクトワーキング活動報告

O12-4 上野 沙織 高度急性期病院におけるACPワーキングの取り組み

O12-5 深田 陽子 当院におけるACPの取り組みと今後の課題

O12-6 山崎 みつ江 医療・ケアチームの高齢者へのアドバンス・ケア・プランニング支援の実態 ―我が国の訪問看護ステーション看護師を対象として―

O12-7 大市 三鈴 南勢志摩地域ACP連携・推進会議の取り組み　ACPを地域全体で推進するために

O12-8 松永 莉奈 ACP経験を有する聖職者のナラティヴ分析に基づく人生会議における聖職者の役割と意義

O12-9 今泉 浩徳 大学病院本院でのPOLST運用検討について

第4会場
第3教育棟・5F

第5会場
第3教育棟・6F

一般演題12

アドバンス・ケア・プラニング

座長：今泉 浩徳・上野 沙織

一般演題10

臨床倫理活動

座長：恋水 諄源・大野 典子

3月22日（日）
15:40～17:10

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

一般演題11

小児/人生の最終段階における
医療・ケア

座長：加藤 心良・加藤 美穂子

一般演題9

臨床倫理の諸問題

座長：吉田 こずえ・木村 禎

3月22日（日）
15:40～17:10

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

3月22日（日）
14:10～15:30

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

第5会場
第3教育棟・6F

3月22日（日）
14:10～15:30

※1演題：10分
発表：7分

質疑応答：3分

第4会場
第3教育棟・5F


